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OpenCore Plus評価機能による
メガファンクションの評価
Application Note 320
確認ください。
はじめに アルテラおよび AMPPSM（Altera Megafunction Partners Program）パートナは、
アルテラ・デバイスに最適化されたメガファンクションを多数提供しています。
アルテラのMegaCore®ファンクションと AMPPメガファンクションは再利用可
能な IP（Intellectual Property）ブロックです。この IP ブロックはカスタマイズ
可能であり、デザイン内で使用できるため、独自の価値を追加することができま
す。メガファンクションを使うと、システム実装時間と評価時間を短縮できると
同時に高品質を維持することができます。

アルテラの無償 OpenCore Plus評価機能により、以下の処理を実行することがで
きます。

■ ユーザのシステムでメガファンクションの動作をシミュレーションする。
■ デザインの機能を検証したり、サイズやスピードを素早く簡単に評価する。
■ メガファンクションを含むデザインに対し、実行時間に制限のあるデバイ

ス・プログラミング・ファイルを生成する。
■ デバイスをプログラムし、評価されるメガファンクションを含むデザインを

実機上で検証する。

OpenCore Plusハードウェア評価機能は、以下の 2種類の動作モードでメガファ
ンクションの実機評価をサポートします。

■ Untethered（アンテザード）—デザインは限定時間のみ実行されます。
■ Tethered（テザード）—ボードとホスト・コンピュータ間に接続が必要です。

デザイン内のすべてのメガファンクションがtetheredモードをサポートして
いる場合、デバイスはより長時間または無制限に動作できます。

アルテラのウェブサイトから、アルテラの MegaCore ファンクションのダウン
ロードや、OpenCore Plus評価機能をサポートする AMPPメガファンクションの
要求ができます。

メガファンクションのライセンスは、お客様が機能と性能に満足し、かつデザイ
ンを製品化する場合にのみ、ご購入いただく必要があります。

このアプリケーション・ノートでは、以下について説明します。

■ デザイン・フロー
■ タイムアウト・インジケータ
■ OpenCore Plusハードウェア評価機能のディセーブル
 1
暫定サポート



OpenCore Plus 評価機能によるメガファンクションの評価
このアプリケーション・ノートでは、Quartus® II ソフトウェアのバージョン 7.1
およびそれ以降を対象にデザインされたメガファンクションについて説明します。

デザイン・
フロー

図 1に、OpenCore Plus評価機能を使用したデザイン・フローを示します。

図 1. OpenCore Plus評価機能を使用したデザイン・フロー

メガファンクションをインストールした後、デザインを開始することができます。
パラメータの設定方法とメガファンクションのシミュレート方法については、メ
ガファンクション・ユーザガイドを参照してください。

OpenCore Plus 評価機能をサポートするメガファンクションのシミュ
レーション・モデルは、タイム・アウトしません。

デバイスがタイム・アウトしたことを明確に表示したい場合には、
ocp_timeout_indicator IPブロックをインスタンス化することができます。

タイムアウト・インジケータについて詳しくは、5 ページの「タイムアウト・イ
ンジケータ」を参照してください。

メガファンクションをデザインに追加した後、Processing メニュー上で Start
Compilationをクリックしてデザインをコンパイルします。

Set the megafunction parameters, 
instantiate the custom megafunction
in your design & compile your design
in the Quartus II Software

Simulate your Design

Program the devices with
the time-limited programming files
& verify operation on your board

Generate a time-limited 
.sof (or .sbi) programming file

Purchase a license for the IP

Verify the design in your system
& ship your product

Install the Megafunction
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デザイン・フロー
デザインで使用するすべてのメガファンクションがOpenCore Plusハードウェア
評価機能をサポートし、またすべてのメガファンクションのライセンスを取得し
ていない場合、Quartus II ソフトウェアは評価期限付き SRAM オブジェクト・
ファイル（<top-level project>_time_limited.sof）という特別なプログラミング・
ファイルを生成します。このファイルは、Quartus II Programmer とアルテラの
ダウンロード・ケーブルを使ってデバイスをプログラムする際に使うことができ
ますが、メモリをプログラムする際に使うことはできません。.vqmファイル、ま
たは素子レベルの.voファイルまたは.vhoファイルは生成されません。LogicLock™

インクリメンタル・デザイン機能（.vqmファイル使用）はサポートしていません。

コンパイル時に、OpenCore Plusワーニング・メッセージが表示されます（ 3ペー
ジの図 2　）。すべての Quartus II OpenCore Plusコンパイル・ワーニング・メッセ
ージは、メガファンクション名ごとにグループ化されています。これらのメッセ
ージは、  評価期限に到達した際の各メガファンクションの動作を知らせます。
1つの Quartus II OpenCore Plusコンパイル・ワーニング・サマリーにより評価
期限を報告します。  この評価期限は、  デザイン内の全メガファンクションの
untetheredタイム・アウト値に基づいた、デザイン全体の中で最も制限の厳しい
（最小の）時間です。 Quartus II OpenCore Plusコンパイル通知メッセージは、
tetheredモードでのデザイン評価時間を報告します。

このメッセージを表示するためには、すべてのコアが tethered モード評
価機能をサポートする必要があります。

デザインは、メッセージ内に表示された評価時間より長い時間動作する
可能性があります。実際の時間は、デバイスと動作条件に依存します。

OpenCore Plusハードウェア評価機能は、.pofをサポートするデバイス・
ファミリでのみ使用可能です。デバイス・ファミリが .pof ファイルをサ
ポートしていない場合でも、メガファンクションのコンパイルとシミュ
レートはサポートします。

図 2. 時間制限のワーニング・メッセージ
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OpenCore Plus 評価機能によるメガファンクションの評価
OpenCore Plus評価機能モード
OpenCore Plusハードウェア評価機能は、以下の 2種類の動作モードでメガファ
ンクションの実機評価をサポートします。

■ Untethered
■ Tethered

OpenCore Plus評価機能モードで動作中のメガファンクションのうちの 1つでも
評価時間に達すると、デバイス内のすべてのメガファンクションが同時にタイム・
アウトします。デザイン内に複数のメガファンクションがある場合、特定のメガ
ファンクションのタイム・アウト動作は、他のメガファンクションのタイム・ア
ウト動作によって隠されることがあります。

untetheredモードと tetheredモードでのデバイス評価時間について、および評価
期限に到達した際の各メガファンクションの動作の一覧については、Quartus II
メッセージ・ウインドウを参照してください。詳細については、メガファンクショ
ンのドキュメントを参照してください。

アルテラの MegaCore ファンクションの場合、untethered タイム・アウ
トは 1時間であり、tetheredタイム・アウト値は無制限です。

Untetheredモード

次のいずれかの状況が存在する場合には、OpenCore Plusハードウェア評価機能
は untetheredモードになります。

■ デバイスがハードウェア評価時にQuartus II Programmerが実行されている
ホスト・コンピュータに接続されていない

■ デバイスが評価中に切り離された
■ デザイン内のライセンスされていないメガファンクションでtetheredモード

をサポートしていないものがある

ハードウェア評価期限経過後にデザインは動作を停止します。

Tetheredモード

Tetheredモードでは、アルテラのシリアル JTAG（Joint Test Action Group）ケー
ブルをボードの JTAGポートとホスト・コンピュータとの間に接続する必要があ
ります。このホスト・コンピュータ上では Quartus II Programmerがハードウェ
ア評価中動作している必要があります。Quartus II Programmerは、Quartus IIソ
フトウェアの最小インストレーションで、ライセンスは不要です。SignalTap® II
ロジック・アナライザを並行して使うために、ホスト・コンピュータ上でQuartus II
の 2つ目のセッションを実行させることができます。
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タイムアウト・インジケータ
ライセンスなしで Quartus II Programmerを単独でインストールして実行す
るときは、https://www.altera.com/support/software/download/programming

/quartus2/dnl-quartus2_programmer.jspをご覧ください。

図 3 に、time-limited .sof ファイル（期限付きデバイス・プログラミング・ファ
イル）を Quartus II Programmerでプログラムするときにホスト・コンピュータ
に表示される警告メッセージを示します。

図 3. スタートアップ・ワーニング・メッセージ

tetheredモードでは、ホスト・コンピュータが JTAGポートを経由して周期信号
をデバイスに送信することにより評価時間を制御します。デザイン内のすべての
メガファンクションが tetheredモードをサポートしている場合、評価時間は最も
期限の短いメガファンクションの期限に一致します。すべてのメガファンクショ
ンが無制限の評価時間をサポートしている場合には、デバイスはタイム・アウト
しません。ケーブルが切り離された場合、評価機能は untethered動作に切り替わ
り、最も期限の短いメガファンクションがタイム・アウトしたときに期限切れに
なります。

ハードウェア評価が期限切れになると、ハードウェア評価を継続するた
めにはアルテラ・デバイスを再度プログラムする必要があります。

ライセンスの購入

OpenCore Plus機能を使ってデザインをハードウェア上でテストした後で、使用
したいメガファンクションのライセンスを購入することができます。

評価期限のないプログラミング・ファイルを生成するためには、デザイン内のす
べてのメガファンクションのライセンスを取得する必要があります。その後、デ
ザインをコンパイルしてアルテラ・デバイスをプログラムすることができます。

タイムアウト・
インジケータ

デバイスがタイム・アウトしたことを明確に表示したい場合には、
ocp_timeout_indicator IP ブロックをインスタンス化することができます。この
IP ブロックは Quartus II ソフトウェアの次のディレクトリにあります
（quartus\libraries\others\opencore_plus ディレクトリ）。タイム・アウト信号
ip_timeoutのアクティブ極性は、TIMEOUT_INDICATORパラメータを使って指
定し、ACTIVE_HIGH（デフォルト）または ACTIVE_LOWを指定することができ
ます。図 4に、ocp_timeout_indicatorシンボル、VHDL、Verilog HDLのプロト
タイプとインスタンス化例を示します。
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OpenCore Plus 評価機能によるメガファンクションの評価
図 4. OCP_TIMEOUT_INDICATOR シンボル、VHDL、Verilog のプロトタイプ
とインスタンス化例

VHDLコンポーネント宣言 :

component ocp_timeout_indicator is
generic

(
TIMEOUT_INDICATOR: string := "ACTIVE_HIGH"

);
port
(

ip_timeout: out std_logic
);

end component ocp_timeout_indicator;

VHDLインスタンス化プロトタイプ :

My_Instance : ocp_timeout_indicator
GENERIC MAP(TIMEOUT_INDICATOR => "ACTIVE_HIGH")
PORT MAP(ip_timeout => My_Output);

Verilog HDLインスタンス化プロトタイプ :

ocp_timeout_indicator my_instance (.ip_timeout(my_output));
defparam my_instance.TIMEOUT_INDICATOR = "ACTIVE_HIGH"; 
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OpenCore Plus ハードウェア評価機能のディセーブル
OpenCore 
Plus
ハードウェア
評価機能の
ディセーブル

OpenCore Plusハードウェア評価機能のためのロジックがデザインに追加されま
す。この追加ロジックにより、デザインのタイミングおよびフィッティングが影
響を受けることがあります。

OpenCore Plusメガファンクションを含むデザインに対しては、プロジェクト内
でターゲット・デバイスとして Auto device selected by the Fitterを選択した場
合、タイム・アウト回路が自動的にデザインに追加されます。ただし、フィッタ
がアドバンスト・デバイスやインストールしていないデバイスを選択した場合で
も、プロジェクトは OpenCore Plus 動作を続けます。例えば、.vqm ファイル、
.voファイル、.vhoファイルを生成することはせず、また Quartus IIソフトウェ
アは期限付き .sof ファイルも生成しません。デバイス・ファミリによっては、
Quartus IIソフトウェアは期限付き .sofファイルを生成せずに、Quartus IIソフ
トウェア・アセンブラは次のようなメッセージを出力します :

Warning: Can't generate programming files for project because
design file "<file name>" is encrypted. It does not have license
file support that allows generation of programming files.

OpenCore Plusハードウェア評価機能を利用したくない場合には、以下の手順に
従ってください。

1. Quartus IIソフトウェアで、Assignmentsメニューの Settingsをクリックします。

2. Categoryリストで、Compilation Process Settingsを選択します。

3. More Settingsをクリックします。

4. Disable OpenCore Plus hardware evaluation をクリックし、On を選択しま
す（図 5参照）。

Quartus II Design Assistantは、OpenCore Plusハードウェア評価回路か
ら発生するワーニング・メッセージを出力することがあります。これら
のメッセージは無視することができます。一般に、これらのメッセージ
には、altera_internal_jtag~TCKUTAPクロックからのソース・ノー
ドか、または次の例のような名前文字列が含まれます。

pzdyqx:nabboc|pzdyqx_impl 
sld_hub:sld_hub_inst
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OpenCore Plus 評価機能によるメガファンクションの評価
図 5. OpenCore Plusハードウェア評価機能のディセーブル
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